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保護者による評価








Ａ環境面


バリアフリー化は難しいが、活動スペースや職員配置にはある程度評価がよい。





Ｂ児童への支援内容


・　支援内容は良い評価をもらえている。


放課後児童クラブとの交流は無いが求めていない人もいる。





Ｃ事業所からの情報発信


　概ね高評価をもらえている。





Ｄ非常対応


避難訓練の実施、マニュアルの整備ともに保護者への周知は不充分である。





職員による自己評価








Ａ環境面


スペースや職員数が、状況によって足りない時がある。





Ｂ児童への支援内容


児童への支援は概ね評価はよいが、常勤と非常勤の打ち合わせや振り返りなどができないときがある。





Ｃ関係機関との連携


就学前後の関係機関との連携が薄い。また放課後児童クラブとの関わりもほとんどない。





Ｄ保護者への説明責任・信頼関係


概ね行えている。





Ｅ非常対応


マニュアル整備や避難訓練など概ね行われている。





事業所内での分析





【共通点】


・支援内容にたいしてどちらも良い評価である。





【相違点】


常勤・非常勤との情報共有をもっと蜜に行ったほうが良い。


保護者へマニュアルの整備と避難訓練の実施を周知したほうが良い。















































分析・検討してみて…











事業所の強み





事業所の改善点





マニュアル整備や避難訓練など、保護者へ情報をさらに発信していく必要がある。





バリアフリー化は難しいが、活動スペースや職員配置を工夫し、支援を行えている。


保護者と事業所間の情報共有はできており、支援内容も良い評価をもらえている。











職員間(非常勤含む)の情報共有、意見交換を蜜におこなう。職員会議でも意見を出し合い、解決していく。


保護者へノートやお便りなどで、マニュアルや避難訓練の情報を発信していく。








事業所の改善への取り組み





～自己評価を行っての事業所としての感想など～


児童への支援内容等については、職員、保護者ともに良い評価を得ているので、これが今後も継続できるように、活動を積み重ねていきたい。


情報共有の部分は職員、保護者ともに不十分な部分があるので、改善に向けて動いていきたい。








